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【三重県へき地医療支援機構】 

三重県へき地医療支援機構は、

国のへき地保健医療対策に基づ

き平成１５年度より三重県健康

福祉部に設置されており、へき

地医療での勤務経験がある医師

が専任担当官として配置されて

います。 

発 行 元 

三 重 県 

へき地医療支援機構 

(健康福祉部医療政策室) 

電話０５９-２２４-３３７０ 

発行日 

平成19年5月23日 

三重県へき地医療通信     2007年 5月 23日   第９号 

愛
知
、
岐
阜
、
三
重
県
へ
き
地
医
療
支
援
機
構
主
催
、
今
年
度
は
財
団
法

人
、
地
域
社
会
振
興
財
団
の
共
催
を
受
け
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

自
治
医
科
大
学
の
第
１
期
卒
業
生
で
、
自
治
医
科
大
学
地
域
医
療
学
セ
ン

タ
ー
教
授
、
梶
井
英
治
先
生
よ
り
『
へ
き
地
医
療
の
現
状
と
こ
れ
か
ら
』
と

い
う
題
目
で
ご
講
演
い
た
だ
い
た
後
、
各
県
よ
り
２
題
ず
つ
研
究
発
表
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
時
勢
を
反
映
す
る
か
の
ご
と
く
、
医
師
不
足
、
医
師
確
保

に
向
け
た
取
り
組
み
に
関
す
る
発
表
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
中
で
も

地
域
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
若
手
医
師
の
発
表
が
大
変
印
象
的
で
し
た
。
研
修

会
終
盤
に
は
神
島
診
療
所
、
奥
野
正
孝
先
生
に
総
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

よ
う
や
く
ド
ク
タ
ー
プ
ー
ル
第
２
号
医
師
が
決
定
し
ま
し
た
。
初
代

へ
き
地
医
療
支
援
機
構
専
任
担
当
官
で
前
熊
野
市
立
紀
和
診
療
所
長

の
山
添
尚
久
医
師
に
平
成
１
９
年
４
月
１
日
、
向
井
健
康
福
祉
部
長
よ

り
辞
令
が
交
付
さ
れ
、
県
立
志
摩
病
院
へ
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。 

   【速報】 

ドクタープール第２号

が決定しました。 

〜
三
重
の
地
域
医
療
キ
ー
ワ
ー
ド
紹
介
〜 

 
 

 

医
師
派
遣
調
整
機
構
と
は
？ 

か
な
り
物
々
し
い
名
前
で
す
し
、
一
部
の

メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
後
に
、
医
師

専
用
掲
示
板
な
ど
で
は
「
医
師
の
徴
兵
制

度
」
と
か
「
徴
医
制
度
」
と
い
う
熱
烈
な
反

響
を
も
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
で
、
こ
の

言
葉
だ
け
は
知
っ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ま
ず
、
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
の
は
、
実
態
は
そ
の
よ
う
な
医
師
を

強
制
的
に
派
遣
す
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
と
は

全
く
異
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
も
そ
も

医
師
を
強
制
的
に
派
遣
す
る
シ
ス
テ
ム
を

三
重
県
が
導
入
す
れ
ば
、
研
修
医
が
全
く

寄
り
付
か
な
い
医
療
砂
漠
と
な
っ
て
し
ま
う

で
し
ょ
う
。
本
シ
ス
テ
ム
は
初
期
研
修
終
了

後
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
県
内
都
市

部
に
あ
る
大
き
な
病
院
（
支
援
病
院
）
と
地

域
に
あ
る
病
院
（
被
支
援
病
院
）
で
の
研
修

を
結
び
つ
け
、
ど
ち
ら
か
一
方
の
病
院
の
み

の
研
修
で
は
得
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
両
方

の
病
院
の
魅
力
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
大
枠
は
こ
の
よ

う
に
考
え
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
は
本
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ユ
ー
ザ
ー
と
な
る
研
修
医
や

医
学
生
の
声
を
現
場
で
あ
る
研
修
病
院
や

三
重
大
学
な
ど
に
直
接
担
当
者
が
出
向
い

て
情
報
収
集
に
あ
た
り
、
研
修
医
お
よ
び

医
学
生
が
本
当
に
望
み
、
受
け
入
れ
て
く

れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り
に
三
重
県
と
し
て
全

力
で
取
り
組
む
予
定
で
す
。
誰
か
が
勝
手

に
作
り
上
げ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
な
く
、
研

修
医
に
よ
る
研
修
医
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

医
師
確
保
に
関
す
る
取
組
み 

◎
三
重
県
医
師
修
学
資
金
等
貸
与
者
募
集 

三
重
県
で
は
医
師
確
保
に
対
す
る
取
組
み
と
し
て

県
内
の
へ
き
地
医
療
、
小
児
・
産
婦
人
科
医
療
等
に

従
事
す
る
意
思
の
あ
る
医
学
生
、
研
修
医
、
大
学
院

生
、
へ
き
地
に
転
任
す
る
医
師
を
対
象
に
修
学
資
金
、

研
究
資
金
を
貸
与
し
ま
す
。
い
ず
れ
も
一
定
期
間
、

県
内
指
定
医
療
機
関
等
で
勤
務
し
た
場
合
、
返
還
が

免
除
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

貸
与
金
額 

 

○
大
学
生 

入
学
年 

 
1
,
5
1
7
,
8
0
0

円 

次
年
度
以
降 

 
1
,
2
3
5
,
8
0
0

円 

○
大
学
院
生 

入
学
年 

 
1
,
8
5
7
,
8
0
0

円 
 

次
年
度
以
降 

 
1
,
5
7
5
,
8
0
0

円 

○
研
修
医 

毎
年  

1
,
5
0
0
,
0
0
0

円 

○
医
師 

転
任
時  

2
,
0
0
0
,
0
0
0

円 

 

平
成
１
９
年
５
月
現
在
、
１
３
名
の
医
学
生
（
今

年
度
３
名
）
に
修
学
資
金
を
貸
与
予
定
で
す
。
詳
細

は

修

学

資

金

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ
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を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【
問
合
せ
先
】
三
重
県
健
康
福
祉
部
医
療
政
策
室 

 
 
 
 
 
 

救
急
・
へ
き
地
対
策
グ
ル
ー
プ 
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退
任
の
挨
拶 

初
代
、
山
添
尚
久
医
師
の
あ
と
を
受
け
、
三

重
県
へ
き
地
医
療
支
援
機
構
専
任
担
当
官

を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
の

た
び
熊
野
市
立
紀
和
診
療
所
へ
赴
任
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
１
年
間
と
い
う
短
い

間
で
離
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
対
し
て
は
自

責
の
念
に
耐
え
ま
せ
ん
。
へ
き
地
医
療
は
さ

ま
ざ
ま
な
変
革
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
未
だ

途
上
過
程
に
あ
り
ま
す
。
た
だ
医
師
と
し
て

も
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
あ
り
、
今
後
は
へ
き
地

医
療
の
現
場
か
ら
応
援
、
サ
ポ
ー
ト
を
し
て

い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

３
代
目
専
任
担
当
官
が
赴
任 

 

刀
根
幸
夫
医
師
の
後
任
を
受
け
、
専
任
担

当
官
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
坂
倉
建
一
と

申
し
ま
す
。
平
成
１
１
年
に
自
治
医
科
大
学

を
卒
業
後
、
三
重
県
立
総
合
医
療
セ
ン
タ

ー
、
町
立
南
伊
勢
病
院
、
自
治
医
科
大
学
大

宮
医
療
セ
ン
タ
ー
、
熊
野
市
立
紀
和
診
療
所

で
そ
れ
ぞ
れ
２
年
間
勤
務
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
至
ら
な
い
点
等
多
々
あ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
を
何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

平
成
１
８
年
度
東
海
三
県
へ
き
地
医
療
研
修
会
開
催
し
ま
し
た 

平
成
１
９
年
２
月
１
７
日
、
へ
き
地
医
療
の
質
の
向
上
と
へ
き
地
医
療
に
携

わ
る
者
の
交
流
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
東
海
三
県
へ
き
地
医
療
研
修

会
を
ア
ス
ト
津
（
津
市
）
に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
へ
き
地
・
地
域
医
療
に

携
わ
る
方
々
、
計
４
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

  

 

診療所名 

派遣 

依頼 

日数 

県立 

志摩 

病院 

山田 

赤十字 

病院 

紀南 

病院 

尾鷲 

総合 

病院 

総合医

療セン

ター 

派遣 

実績 

鳥羽市立 

神島診療所 
３ ２ １ ０ ０ ０ ３ 

鳥羽市立 

長岡診療所 
１０ ７ ３ ０ ０ ０ １０ 

鳥羽市立 

菅島診療所 
３ ２ １ ０ ０ ０ ３ 

熊野市立 

紀和診療所 
３ ０ ０ ３ ０ ０ ３ 

計 １９ １１ ５ ３ ０ ０ １９ 

 

平
成
１
８
年
度
代
診
実
績 

 

 

平
成
１
８
年
度
代
診
支
援
は
、
へ
き
地
医

療
拠
点
病
院
か
ら
延
べ
１
９
名
の
医
師
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
今
年
度
も
依
頼
に
対
し

１
０
０
％
応
需
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

体
験
実
習
お
願
い
し
ま
す 

８
月
２
０
日
（
月
）
〜
２
２
日
（
水
）、
夏
休
み
を

利
用
し
て
、
へ
き
地
医
療
体
験
実
習
を
開
催
し
ま
す
。

自
治
医
科
大
学
生
、
県
医
師
修
学
資
金
貸
与
者
に
加

え
、
三
重
大
学
の
医
学
生
に
も
広
く
参
加
を
呼
び
か

け
ま
す
。
多
数
の
施
設
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
今
年
度
も
２
泊
３

日
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。
詳
細
は
決
ま
り
次
第
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

研修会の様子 神島診療所 奥野正孝先生 

自治医大 梶井英治教授 

 
 

今
年
も
や
り
ま
す
、 

へ
き
地
医
療
研
修
会 

 

毎
年
夏
に
行
わ
れ
て
い
る
へ
き
地
医
療

支
援
機
構
主
催
の
「
へ
き
地
医
療
研
修
会
」

を
今
年
は
９
月
１
５
日
（
土
）
１
６
日
（
日
）

の
２
日
間
に
渡
っ
て
開
催
予
定
で
す
。
場
所

は
大
台
町
（
旧
宮
川
村
）
の
フ
ォ
レ
ス
ト
ピ

ア
お
よ
び
周
辺
施
設
で
す
。
ま
た
、
後
日
詳

細
を
連
絡
い
た
し
ま
す
が
、
ま
ず
は
予
定
を

空
け
て
お
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 


